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１０月 東京都在住

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

万
　
　
　

二

〈

犬

‐
’ へ

。

泌

富
　

臨

い
。‐・
’ 一

。
。．ｙ

。
鸚

づ

Ｎ

Ｊ

Ｊ

ｊ

’
。・
｛
・〔

’〕゛

“
町

馮

。

。
丿

べ
　

准

づ

？)● －
，‥!１ 幽 １

●

●

●



- ･

1977 年12月３日 第三種郵便物認可（毎月18 回）1.2.3.5.6.7の日発行2021 年12 月26H 発行　SSKP 通巻　第7805り‘

∩

⑥

ぶ あおぞら共和国 ．゚

サントリー白州工場とのあおぞら里山づくり

【７回 目 １０／２０ 】

今回サントリー白州工場 から10 名の方のご参加をい

ただきました。まず、ツリーデッキの下や材料を運ぶ道の

下草刈りをし、その後森 内の草刈りをやるＡ班とツリー

デッキ材の運搬と土台取付材取付を行うＢ班に分かれ

【８ 回 目 １１ ／１７ 】

今回サントリー白州工場 から9名の方のご参加をい

ただきました。まず、ツリーデッキの土台取付をするＡ班

と薪材の移動と周回路の一 部に砂と砂利の敷詰めす

るＢ班に分かれて作業を行い、休憩 後作業を交代して

行うことが出来ました。今回 は誰もヶガをすることなく

て作業を行い、休憩後作業を交代して行い予定してい

た作業を全て行うことが出来ました。今日の作業によっ

て、ツリーデッキの土台取付材が取り付けられ､森の下草

刈りによって、森内が明るくなりました。

作業が終わりました。今日の作業によって､ツリーデッキ

の土台が取り付けられ、ツリーデッキの形が見えてきまし

た。また、周回路の砂と砂利の敷詰めによってさらに歩き

やすくなりました。

８－
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正門ゲート(仁志田ゲート)が完成
4 本 のアーチ は難 病 の子 どもを支える4 本 の腕を

イメージしてい ます 。1本目家 族 の支 え、2本目社 会

の 支え、3本目医 療 従 事 者 の 支え、4本目仲 間の 支

えとなってい ます 。“あおぞら共 和 国" に行った際は、

是非 眺 めてみてください 。

-

（二みんなのふるさど 夢”プロジェクト ご寄附ありがとうございました。（敬称略･順不同）

① 個 人 が 寄 附 を し た 場 合

当会に 寄附をする と､ 国税と

地方税をあわせて､寄附金額の

最大50 ％が税 額から控除さ

れます。

② 法 人 が 寄 附 を し た 場 合

法人が当会に寄附をした場合は、一般寄附金の損金

算入限度額とは別に、別枠の損金算入限度額が設け

られており、法人は、その範囲内で損金算入が認め

－ ９－

③ 相 続 人 等 が 相 続 財 産 権 等 を 寄 附 し た 場 合

相続又は遺贈により財産を取得した者が、その取得した財産を

相続税の申告期限までに当会に対し､ 寄附をした場合には､ その

寄附をした財産の価値は相 続又は遺贈に係る相続税の課税価格

の計算の基礎に算入されません。
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余 あおぞら共和国 ．゚

禰
φ に
‘あ おぞら 共 和 国” の利 用休 止 の お知ら せ
7ｊ
新 型コロナウイルスオミクロン株 の

感 染 拡 大 と山梨 県 からの 協 力 要 請

を踏まえて、2月中旬 から2月27 日まで

“あおぞら共 和 国" の利 用休 止をして

おります 。ご利 用を楽しみにされてい

らっしゃいました皆さまには、ご迷 惑を

お掛けしてしまい申し訳ございませ

ん。なお、3月から利用を再開する予

定ですが、状況によって変更すること

もございますので、ご理解とご協力を

お願いいたします。

サントリー白州工場とのあおぞら里山づくり
【９ 回 目　 １２ ／１５ 】

今 回サントリー白州工 場 から7 名 の方にご参 加をいた

だきました。まず 、ツリーデッキの床板を皆で運 び、その後

ツリーデッキの床 板 張りのグループと梯 子 の土 台石 設 置

と樹 園エリアの石と古 丸 太を運 ぶグループに分 か れて

行い ました。梯 子 の土 台石と樹 園エリアの周りに設 置 す

る石も、“あお ぞら共 和 国" の敷地 内 から運び、古 丸 太は

あお ぞららの森 入口近くにある物を運びました。

梯 子 は、青柳均 さんに作 成い ただきました。今 回も誰

も怪我 をすることなく作 業 が終 わりました。今日の作 業に

よって、ツリーデッキの床が 張り終わり、樹 園エリアも石に

囲まれて見 栄えが 良くなったように思います。

今 年 のあ お ぞら里 山 づくりは、今 回 で 終 了 い たし

ました。９回あおぞら里 山づくりを行 い累 計で70 名の 方

達にご参 加いただきまし た。ありがとうございます 。来年

も引き続 き、参加していただけることになっ　　 μ11
‘::t・I

ております・　　　　　　　　　　　　 ● り キ

ッリーデッキは完成しましたが、安 全 対策　　　 Ｊが回:鳴 ら

がまだ整っていないため利用 中止中です 。　　1･l………=:ブ

－14 －
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ご利用ありがとうございます。

ご感想とお写真を頂戴しました。
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東京都　吉竹さんご家族

“あおぞら共 和 国" を 利用させ てい た

だきありがとうございました。

夜 に到 着したのです が、芝 生広 場 でﾗｲﾄ

に 照らされた茶 色い 野うさぎ(?) を

発 見 。

きれい な星 空にも恵 まれて、こどもた

ちがそれだけで喜 んでいました。

5 号 棟 は昇 降式 のベッドがあったり、

移 動ﾘﾌﾄ が あったり、介 護用 品 がお 試

しす ることができ、将来 の 参 考 になりま

した。お 風呂も広々で、リビングにも段 差

が なく、床 暖 か 暖 かくてとても過 ごしや

すかったです。

今 はアパ ート暮らしです が、いつ かこ

んな風 に家を建てたいなあと夢 が ふくら

みました。

車もロッジのすぐ隣に停 められて、ス

ロ ープ の 角も曲がりや すく、本 当 によく

考えられていて車い すでも楽 々でした。

“あお ぞら共 和 国" 内 では感染しない

ように気を遣うストレスから一 時 解 放さ

れ、広 い敷 地 でサッカーをしたり散 歩し

たりリフレッシュすることができました。心

温 まる居場 所 を提 供してくださって、感

謝 の気持 ちでいっぱいです。

－　　　　　 Ｗ　　 二．

マﾉ
巻･ ！ 妬 な ら ･砂 零 榛 囃 ● ● 皿 ● ● 帰 参 ● ● ● ● Ｓ ● ● ● ●

≒ みんなのふるさど 夢”プロジェクト ご寄附ありがとうございました。（敬称略･順不同）

－16 －
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あ お ぞ ら 共 和 国 ゜

．

第２回 たくさんイベント オンライン開催
2022 年3 月12 日(土) に“あお ぞら共和 国" と東 京 の事　　　 では11 名の方に事 前に講演 動画を収録してもらい、当日

務 所 の2 拠点 から、第2 回 たくさんイベントをオンラインで　　　 ＺｏｏｍとＹｏｕtｕbe を使って 配信を行ないました。落 書き

開 催しました。30名(13 家 族 、関 係者17 名)の方にご参 加　　　 キッスパーティではキットパスを使って、ガラスの戸いっぱ

い ただきました。多 田純 也さんには、オープニングとただ　　 い に絵を描い てもらい ました。星 つ むぎの村さんによる

じゅんのだだすこだんだんでお 囃 子 や獅 子 舞 で盛り上　　　 プラネタリウムを、星 空 観望 会では、“あおぞら共 和 国"と

げていただきました。下 河辺さん司 会のもと早 春 キャンプ

では当日お 誕 生日の 蔭 山愛 恵さんに大 統 領を務 めても

らい、皆 でハッピーバースデーと気 球 に乗ってどこまでも

歌い、家 族紹 介を行ないました。ＲＤＤ“あおぞら共 和 国"

栃 木県と岡山県を繋いで3ヵ所の星空を

堪 能しました。懇 親会は8家族と事務局

から5名が参加をして近況報告やキャン

プなどの話で盛り上がりました。

－12 －
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サントリー白州工場とのあおぞら里山づくり２０２２

【１ 回 目　 ３/16 】

今回ｻﾝﾄﾘｰ 白州工場から5名の方にご参加をいた

だきました。まず、丸太を運ぶ道の枝等の除去を行い、

チップにする丸 太と材として使う丸 太と遊歩道の柵に

使う丸太を別々の場所に運びました。次に、植樹エリア

@ ｏ ｏ ｅ ｏ

●●●●●●●●●●● ●●●●●●● ●●●●●●●●●●

●

ノ|

⑤

の3ヵ所に、穴を掘り腐葉土をしき、ツツジ2 本とヤマコウ

バシ1本を掘り起こし、掘った穴に移植をしました。次に

植樹エリアにある落ち葉を集めて腐葉土作りを行いまし

た。怪我もなく無事に作業を終える事ができました。

●

進 藤 さ ん ご 家 族

先週ぱ あおぞら共和国"を利用させていただきありがとうございました。

時期的にもう降らないと思っていたのですが、思わぬ 降雪 の日となり、

心 配しながらではありましたが、子どもたちにとっては普段なかなか触れ

ることのできない雪で遊び、主人は初の薪ストーブを楽しむことができ、と

ても有意義な時 間を過ごすことができました。“あおぞら共和国"にいる間

は子どもたちのゲームや動画を見るのをお休みの日としたのですが、飽き

ることなく室内で気兼ねなく遊び、自由に外にでて遊び、夜には満点の星

空を見ることができました。

はじめての利用でしたが、また次　　4
゛　i

はいつ 行こうかと帰ってきてすぐに

９

話すほど楽しむことができました。次

に利用させていた　く際には、に ん　
、1

どはこうしよう!｣に こに行こう｣と思SJ7

つたことを実行したいとおもいます。　l 二ふ 。 一

管理人の青柳さんにもとても親切　　　　　 ゛11

にしていただき、ほんとうにありがとう　
Ｎ　　 ｊ

ございました また利用させていた

聾

だく際には宜しくお願い致します。　　　11qE

－13 －
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中 尾 さ ん ご 家 族

今回2回目の利用でしたが､前回も感動したのと同様

にあの素晴らしい環境に配慮の尽くされた心 地の良い

お家､ そこで過ごす時間の子供たちものびのびと､私た

ち親もほっとした時 間を過ごすことができました。

あ のような気 持ちの良 い場 所を使 わせ てい ただ
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心

W W

マ/
き､またずっと活 動を続けてくださってありがとうござ

いました!

このような活 動をずっと続けてくださっている皆様に

感謝します。また、いかせ ていただく時を楽しみにして

います。どうもありがとうございました。
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し みんなのふるさど 夢”プロジェクト ご寄附ありがとうございました。（敬称略･順不同）

① 個 人 が 寄 附 を し た 場 合　

当会に 寄附をすると､ 国税と

地方税をあわせて､寄附金額の

最 大50 ％が税額 から控除さ

れます。

② 法 人 が 寄 附 を し た 場 合

法人が当会に寄附をした場合は、一般寄附金の損金

算入限度額とは別に、別枠の損金算入限度額が設け

られており、法人は、その範囲内で損金算入が認め

られます。

14 －

③ 相 続 人 等 が 相 続 財 産 権 等 を 寄 附 し た 場 合

相続又 は遺贈により財産を取得し た者が、その取得した財産を

相続税の申告期限までに当会に対し､ 寄附をした場合には､ その

寄附をした財産の価値は相続又 は遺贈に係る相続税の課税価格

の計算の基礎に算入さ れません。
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サントリー白州工場とのあおぞら里山づくり２０２２

【２ 回 目 ４ ／２０ 】

今回のあおぞら里山づくりには、サントリー白州工場

から6名の方にご参加をいただきました。二組に分かれ

て、小鳥の巣箱を一人一 個作成いたしました。板材1 ，200cm

から6 枚のパーツを切り出して、1枚に小鳥が入

る穴をあけて、底板に水抜き穴を3ヵ所～4ヵ所あけて

、背板にヒモ取り付け穴をあけ、全部のパーツに下穴を

あけビス止めをおこない、屋根板を丁番で取り付けて

完成いたしました。その後木に設置をして今日の作業

は終わりました。

【３回目 ５/18 】

今回のあおぞら里山づくりには､サントリー自州工場

から10 名の方にご参加をいただきました。伐倒したコナ

ラ玉切り材等を伐倒場所から、森の入り口近くのアカマ

ツ玉切り材を積んである付近へ運搬を行いました。次に､

植樹エリア奥で､ロープ張りしてある約1,000 平米の

下草刈りを行いました(ヤマウルシやツタウルシ等の除去

を頑張っていただきました)。最後コナラ4～5 本に、シイ

タケの菌打ちをしてほだきを作りました。予定していた作

業を全て終える事ができ､怪我人も発生しませんでした。

12 －
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⑩
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］

馨

・

●

有志による草刈りボランティア

春の草刈りボランティアは、

今回有志のボランティア9名で5

月28 日(土)に行いました。天

気にも恵まれて、暑い中での作

業でしたがボランティアみなベ

テラン勢で、“あおぞら共和国"

の敷地内外を刈払い機を使っ

て午前中の内に草を刈り、午後

は刈った草を集積し1日で草刈

りを終える事ができました。

13 －
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岩崎さんご家族

心　　　　
－　　
二･

立

この 度 はお 世 話 になり､あ りがとうござ いました。高

齢 の 母 が 長 坂 町日野 に独りで 住 んで いるので す が 、

家 が 段 差 だらけで娘 の 介 助 か 大 変 なため、利 用させ

て頂きました。高福 寺 での 父 の法 事も、母 の 写 真 撮 影

会も無 事 に済 みましたｏ

広 々とし た 青 空 の 下 で　 で ゛` 　　　（ ’１９゛`●11r ’

澄 ん だ空 気 を吸 い､ 気 持 ・　　　　　　 。　　 ゛

う

き
嘉
４ １ 辿

はまたお 友 達 家 族 と来 た

いと言っていました。

また利 用させ て頂くこと

もあると思い ます 。よろしく

４.
お 願い 致します。

皿 分 略 峰 ● 參 ● 條 可 蜃 忿･卜 ● ● ● 命 ● ● ● ｌ ● ● ● ● ● 春 ● 佃 象 眼 ● 冨 嘔 ●

t: Ｘ４ｊ ４ ，
●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●

矢 崎 さ ん ご 家 族　　　　　　 ｌ

久しぶりにあおぞら共和国を利用させていただきました。今

回5 号棟に宿泊させて頂きました。長いドライブで疲れた娘 は、

ベッドに横になるとすぐに夢の中へ。ベッドは､昇降式でダイニン

グキッチンに設 置してくださってあり､､オープンスペースなので

私たちは娘の様子を観つつ、安心して荷解きができました。急な

トラブルがありましたが､管 理人

の青柳さんがすぐに対 応してく

ださり､とても助かりました。お 天

気にも恵まれて、家族でリフレッ

シュする時 間を過ごさせていた

だきました。また是非利用させて

頂けたらと思っています。どうも

ありがとうございました。

● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● 声 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

≒ みんなのふるさど 夢”プロジェクト

① 個 人 が 寄 附 を し た 場 合　

当 会に寄 附をすると､ 国税と

地方税をあわせて､寄附金額の

最大50 ％が税額 から控除さ

れます。

●

ご寄附ありがとうございました。（敬称略･順不同）

② 法 人 が 寄 附 を し た 場 合

法人が当会に寄附をした場合は、一般寄附金の損金

算入限度額とは別に、別枠の損金算入限度額が設け

られており、法人は、その範囲内で損金算入が認め

られます。

－14 －

③ 相 続 人 等 が 相 続 財 産 権 等 を 寄 附 し た 場 合

相続又は遺贈に より財産を取得した者 が、その取得した財産を

相続税の申告期限までに当会に対し､ 寄附をした場合には､ その

寄附をした財産の価値は相続又は遺贈に係る相続税の課税価格

の計算の基礎に算入されません。
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六万　ざφ
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宋欝S;
Ｚり卜　
あおぞら 共 和国

轟 歎 誕 奴 鋲で

ー　　　－　一一　　　　‥

サントリー白州工場とのあおぞら里山づくり２０２２

エ Ｊ. ﾀ●゙ ……嘔９，

－14 －

【４回目 ７／２０】

今回のあおぞら里山づくり

には、サントリー白州工場か

ら９名の方( 内: 増田工場長

と盛岡事務長)にご参加をい

ただき､下草刈りとﾄﾄﾛ の森

ブッシュトンネル作りをしま

した。

6 月は､ 雨天のため中止と

なりました。次回は、9月21 日(

水)を予定しています。

2022年10月SSKP194P14 
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春
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⑩ り

拳
｜
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り

｛

⑨

｜

｜

●

●

㎜

Ｉ　 イベ
ントのお知ら

せ　　；

ら く が き キ ッ
スParty

開 催 日 時:2022
年10 月9日（日

）13:00 ～17 : 00

プログラム
：① お 絵 か き

ワ ー ク シ ョ ッ
プ ！

みんなの好きな
絵で、“あおぞら

共和国 ”のKid ’
ｓ Ｂｏｘの外壁に彩る

絵を描こう！

窓や“あおぞら
共和国”内の私

道にもお絵かき
し放題！

中村キース･ヘ
リック美術館の

スタッフさんから
お絵描きのアド

バイスももらえる
よ！

一 一 一ｒ`'lj ●　一一

② 新 鮮 な 野
菜 や 果 物 の

直 売 ！

゛ｇ｀rｎｌ=iに よ る、
新鮮な野菜や果

物を直売し ます
！

地元の方による、聊賢旧;Ξ7j
・-､･。。-。－｡ 。

＿

かき いち ごな
ど、その場で楽

し めるスイーツも
販売し ま‘す！

感 染 対 策
：感染対策は万 全に

実施しま すが 、
感染状況により

中止の可 能性も
ありま す。

参加無料、途
中参加・退室もOK

で す。

"･“ 一
一　 ゛` 旦ｌ=Ｘ咆７ 酋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

哺i ●14　　

‾‾　j　' ＾　　　　　　　　　　　　　　　　　=1　

●　●･｡'1蓼刀U那珂、Ｓ-ｒ。
＿　。＿

当日状況は後日、
映像にて、公開

予定です。

雲 ぷjj)jj1

援 全 国 ネ ッ ト
ワ ー グ あ お

ぞ ら 共 和 国"
担 当 青 柳

-- 一 一⌒'７‘')･
＝-ｍ ａｎ: ｋ.ａｏｙａ

ｇｉ＠ｎａｎｂｙｏ
ｎｅt.ｏr.jｐ

ぎ 函 泌 友).５９７２ Ｅ-ｍａn ４

ぐ
「非戦の想像力展」事務局　　20,000 円　

芦田　 純平　　　　　　　　　10,000 円　

板倉　 敦夫　　　　　　　　500,000 円　

猪山　 貴司　　　　　　　　　10,000 円　

大渾　 俊彦　　　　　　　　　10,000 円　

大森　 さとみ　　　　　　　　15,000 円　

鎌田　 由季子　　　　　　　　5,000 円　

川島　 芳枝　　　　　　　　　100,000 円　

公益社団法人日本フィランソロピー協会　

259,750 円 �

小林　 建次　　　　　　　　　10,000 円

小宮　 静子･ 後藤　 彰子　　1,000,000 円

小 森　 梅寿　　　　　　　　　10,000 円
坂 本　 章子　　　　　　　　　5,000 円

佐 久間　 泉　　　　　　　　100,000 円

鈴 木　 正和　　　　　　　　　　4,000 円

東 京女子医科大学付属足立医療センター　NICU･GCU

4,729円

中 野　拓哉　　　　　　　　　5,000 円

西 出　 陽　　　　　　　　　250,000 円 �

林 一独　　　　　　10,000 円

へ

平石　 聴　　　　　　　　　500,000 円

あ おぞら共和国募金箱５月分　91,060 円

あ おぞら共和国募金箱６月分　16,000 円

あ おぞら共和国募金箱７月分112,500 円

①個人が寄附をした場合　　　　 ②法人が寄附をした場合　　　　　　　　　　　　　 ③相続人等が相続財産権等を寄附した場合　　　
当会に寄附をすると､国税と　　 法人が当会に寄附をした場合は、一般寄附金の損金　　 相続又は遺贈により財産を取得した者が、その取得した財産を　

地方税をあわせて､寄附金額の　　 算入限度額とは別に、別枠の損金算入限度額が設け　　 相続税の申告期限までに当会に対し、寄附をした場合には、その　

最大５０％が税額から控除さ　　 られており、法人は、その範囲内で損金算入が認め　　 寄附をした財産の価値は相続又は遺贈に係る相続税の課税価格

心 れます。　　　　　　　　　　　られます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の計算の基礎に算入されません。　　　　　　　　　　　　　ノ

－15 －
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参

●　　　　　

奢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

櫓　　　　　　　　　

卜　

第 ２ 回 ら く が き キ ッ スparty を 開 催

10 月9日(日)、3年 振りにAS ｒid･ＲＤＤ日本開催 事 務 局と共に開催しました。

卜∩

窓にキットパスで絵を描いたり、屋外の地面にチョークで絵を描いたり、塗り絵をしたり、子ども　　｀

たち大人も一緒にたくさんのプログラムを楽しみました。地元の野菜の直売もあり､マコモタケの

試食など美味しいオマケもありました。スタージウェーバー家族の会や日本ダウン症協会山梨県

支部芝草の会からも遊びにきていただきました。何と北杜市長も飛び入り参加されました。

協力：中村キース・ヘリング美術館、 シミックホールディングス株式会社 他

八

時

∩

。
い

炉 芦

／

勉轟ま

－13 －

・

嗇

●

●j゙
ｙ
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大 森 さ ん ご 家 族

今 回、初 めて利 用させ てもらいました!

息 子と出 かけ る初 め て の 場 所 はドキド キ

わくわく。

事 前に利 用 方 法 の案 内 や 緊急 時 に対 応し

てくれる医療 機 関 の相談 にものってくださり、安

心して当日を迎えることができました。

息子 は、24時 間人 工 呼 吸器を使用している

寝たきりの15 歳。

案 内してくださった棟 は5 号棟 。

スロープ がありそのまま室内 に入ることがで

きて 、そし て、最 高 に嬉し かったの は、介 護 用

ベッドと介 護 用エアーマット、ガードルスタンドが

あることです。

いつ もの 泊まり旅 行だと、私 の 要 領 が 悪 い のと

ベッドの高さが低く、身体 の負 担 がたくさんあります。

泰 ・

◇
善 誇 啓 唇 蜃 巷 母 魯 ・ 参 ・ 昏 豪 魯 像 拳 拳 會 ・ ● 春 香 拳 母 奢

でも、今 回 は ベッドサ イドに バ ギ ーをつ け て 、息

子 が ベッドに移 動してコンセントを入 れて、ちょっと

体 勢を整えたら、完 了!　 部 屋 の広さもあ るので呼

吸 器 や 吸 引 器を 載 せ た バ ギー が ベッドサイドに

あっても圧 迫 感 がなし! あっという間に、息子 の環

境を整えることができました。

息 子も快 適だったようで、親子 でとても心 地よい

時 間を過ご すことができました!

小 鳥のさえずり、自然と木 の温 もりに 包まれ、部

屋 からの 景色も好 みでとてもほっこりできました。

お まけに、夫 婦 のキジにお目にか かれ、癒やしの

時 間にもなりました。

こんなに素 敵な場 所 を作ってくださりありがとうござ

います。
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角 倉 さ ん ご 家 族

梅 雨 の 晴 れ 間、家 族3 人であおぞら共 和 国 を初

めて利 用させていただきました。

息子 は医 療 的ヶア児 で 人工 呼 吸 器を24 時 間装

着し、自宅で は電 動 ベッドを使っています 。あおぞら

共 和 国 に新 設された5 号棟 は、医 療 的ヶア児 が安

心して使えるよう電 動 ベッド、サイドテーブル、リフト、

点 滴 ポー ルなど完 備され てい ることを知り、思 い

切って申し込みしました。

当日は中央 道 の渋 滞にはまり、予 約してい たサン

トリーエ場 見学 はキャンセルせ ざるを得なかったの

で す が、そ のガッカリ感 はあおぞら共和 国に到 着し

て吹っ飛 びました!

レングが 咲く緑 いっぱい の広 場 を囲むように、素

敵なコテージが 建ち並 んでいます 。周 囲を見 渡すと

山々、高く青い空 。小 鳥のさえずりの中に、野 生のキ

ジの声 も時折 聞こえます 。

5号棟 の真横 に車を停められるので、荷物 を運 び

込 む のも楽 ち んでした 。車 椅 子 の息 子 は 木 製 ス

ロープでテラスに上 がって、広 場 に面した大きな掃

き出し窓 から出入りします( 意外 なことに玄 関 はあり

ませ ん) 。段 差 が 全く無 い家 はテラスも出や すく、思

う存 分に外 の景色 を楽しめるので、雨 が 降っても大

丈夫 ですね。

木 の温もりでいっぱいの 室内 は天井 が 高く、ﾄｲﾚ

や 風呂も広々。キッチ ンは普 通に生 活できるほど

の 充 実 ぶりで、電 動 ベッドのそば にもコンセントは

複 数あります。｢次に家を建てるならこんなふうにし

たいなあ｣と思いました。

その週 末 の東 京 は35 度の猛 暑でしたが、こちら

では窓を開けると涼しい風が抜けます。夜は窓を全

部 閉 めて厚 手 のお 布 団をかぶって寝 たほどで、エ

アコンは使いませ んでした。なんでI央適なんでしょう!

夜 は 雲が 出 て満 天 の星 空 は見られなかったも

のの、都 会で は経 験できない真っ暗闇 の中、テラス

に出て耳を澄 ませ 、静 かな森 の息吹を感じました。

翌 朝 は爽 やか な高原 のよう。こんなに美 味しい

モーニングコーヒー( ※インスタント)を飲 んだの は

久しぶりでした。

今 回の滞 在では他 の利用 者さんが無く、貸切状

態 なのをいいことに、朝 の散 歩で他 の棟も周りまし

た。積み上げられた薪、動物 の糞、虫、名も知らぬ野

花､ たくさんの発見 があり、息子 は目をまん丸にしな

がら体 いっぱいにあおぞら共和 国を堪 能しました。

屋 外 ステ ージに 上 がった 時 、｢ここでiPad の

ＧａｒａｇｅＢａｎｄで演 奏したい?｣ と息子 に尋 ねると、

即ＹＥＳの返事 が。未 来の 息子 のミニコンサ ードに

夢 を膨らませ ながら、帰路 につきました。

安 心して快 適に過ごせるあおぞら共 和 国。また

ぜ ひ利 用させ ていただきたいと思います 。

本 当にありがとうございました。
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先日、あお ぞら共 和 国の4 号棟 に宿 泊させていた

だきありがとうございました!

以 前から利 用したいと思いながらなかなか実 現

できずにいましたが 、今 回念 願叶 い 初 めてのあお

ぞら共 和 国、1泊2 日での利 用をさせていただき本当

に素敵 な日を過ご すことができました。

事 前に様 々な説 明 や地 図 、利 用 できる物 など詳

しく教えていただけたので、準備していく物 などもわ

かりやすくとても助 かりました。

息子 が 車 椅子 移動 なので、到 着して4 号 棟 のす

ぐそ ばまで車 で行 け た事 や、車 椅 子 のまま中 に入

れた のがとてもありかたくとても快 適に過 ごすこと

ができました。

中に入るととても綺麗で、木の香りに物 凄く癒さ拓C,ヽ

地よく、深 呼吸をしてしまいました!

畳の部屋 に息子も寝転がると気 持ちよさそうに笑顔

になっているのを見て幸せな気持ちになれました。

日中は星 つむぎの村 のアリル舎 で過ごし、帰宅し

てから夕 飯 を食 べ た後 は、3号 棟 に宿 泊してい た

ファミリーと長 野のお 友達 、星っ むぎの村 の 共 同代

寸
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Ｔ

賀 √j ％ 痩j47ﾗ1

言

'`佩ぐ 刄　　　　　 ………仁jで,:‘ﾚﾆ
に~，　　　　

●
ぶ 質 √j ％ ル 強 万万

こ(回ﾌﾟﾌ

。

.ぷ卜 月 硲 瀞 極 々 優 魯 奉 剱 療 命 魯 命 ・ 參 春 季 蓼 魯 命 争 奪 勢 稿

表の高橋さんや跡部さんと外に集合して星空を

見上げながらリアルプラネタリウム。

息子とは星つむぎの村さんのプラネタリウムは

何度も見たことはありましたが、リアルな星空を見

たのは今回が初めてでした。

ずっとリアルな星空を一 緒に見たいと思ってい

た夢があおぞら共和国で叶えることができました!!

雲が多かったですが､雲の切 れ間から望遠鏡

で月や木星、土星のあの輪っかをリアルで見ること

ができて本 当に感 動でした。

みんなで見上げ たこの 星空を2022

年の夏 の思 い出として残 せ

た事 が本当に嬉しく思いました。

普段 なか なか 味 わえない よう

な体 験 を何 の心 配 や不 安もなく

満 喫させ てい ただけ たことに感

謝 の気持 ちでいっぱいです!

とても居 心 地 が 良くずっとここ

にいたいと思える程、素 敵な場 所

でした。

『あおぞら共和 国で過ごす』とい

う事を毎年の我 が家の恒例行事に

したいと思っています のでこれから

もどうぞよろしくお願いします。

本 当にありがとうございました！
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今回は何も予定を立てず、とにかぐ あおぞら共

和国”でのんびり、ゆっくりさせて頂きました。

庭の緑、木々、虫や鳥の音、雨音、いつものあおぞ

らに居るだけで心身ともに、いやされ、睡眠障がい

のある息子もぐっすり眠り機嫌よく過こせました。

次男と父は、いつもなかなか持てない親子の時

間をバドミントンとテーブル卓球をして楽しんでい

ました。

母は、アロマ

ハンドマッサージ

をして頂き、フー

と肩の力が抜け、張りつめた緊張の糸がほぐれました。

マッサージをしてくださった甲府一高あおぞら会の会長の奥様に心か

ら感謝しています!

４号棟に置いてあっだ あおぞら共和国誕生の物語”を手に取り、１０

年程前、何もない松林を切り開いて、地域の理解を得るために苦労され、

資金を集めるために奔走され、建設、発展を導いてくださった先生方、難

病ネットの方々、多くの方々の愛と善意、夢を実現させる力を知らせて頂き

ました。

このような方々の熱い思いのつまっだ あおぞら共和国”を使わせて頂

ける私たちは本当に幸せですi

みんなのふるさを大切に使わせていただきま裳

多くの家族の癒しの場、憩いの場として、益々用いられますように。

いつも管理してくださっている青柳さんご夫妻に心から感謝いたしま裳
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